第○年次（20XX年度）研究計画書A
ERATO ○○○○プロジェクト　研究総括 ○○○○

１．プロジェクト全体計画　※全体で5ページ程度
(1) 当年度の研究の全体像
○プロジェクト全体における当年度のねらいと、そのために達成すべき事項を記載してください（グループ個別の研究内容については(2)に記載してください）。
○別添でプロジェクト体制を図示してください。
○サイトビジットや評価会で外部有識者から提案、要望、懸念等が寄せられた場合、それらに対してどのような方針で研究に臨むかも記載してください（グループ個別の研究にかかるものは(2)で記載しても構いません）。


(2) 個別の研究内容
○グループごとに、当年度のねらいと達成すべき事項を記載してください。
グループを横断する活動があれば、「横断的研究」等の項目を設けて記載しても構いません。
○JSTとの研究契約の範囲外での共同研究、連携等がある場合は、それらの取り組みの内容や役割分担も記載してください。


(3) 研究推進活動
○ヘッドクォーターの活動予定（環境整備、知的財産の権利化、技術移転、アウトリーチ等）を記載してください。


(4)その他の特記事項
〇若手研究者支援、国際的な共同研究の推進など、特筆すべき計画があれば記載してください。


(5) プロジェクト終了時を見据えた展開計画（ERATOマスタープラン）
○ERATOで生み出した成果や培った人的資源等を活用し社会の発展に寄与し続けるために、プロジェクト終了時の展開をどのようにイメージしているか、その計画と準備状況について記載してください。 	Comment by JST: 展開の例：
・本プロジェクトが提唱する●●●というビジョンの実現に継続的に取り組むために、研究総括の所属機関内にて新しい研究センターを設置するための協議を●●●研究科および大学本部●●●課と進める。この拠点形成を通じて、プロジェクトがめざす●●の達成に繋がることをねらう。

・本プロジェクトの成果を学術領域として国際的に体系化するために、国際プロジェクトの発足を目指す。そのためにGLや海外共同研究者●●らと、大型ファンド獲得を視野に入れた議論を始める。

・本プロジェクトの技術シーズの社会実装に向けて、ベンチマークを●●、●●、…のように定めている。本年度は、●●●社とパートナーシップを組んで産学コンソーシアムを立ち上げる準備を進める。また特許をライセンスするベンチャー企業の事業計画の策定に着手する。
※1ページ以内。別途、線表などの資料を添付しても構いません。
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